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１．はじめに
調査報告書では通常、対象地区にはどういう宗派の何というお寺があるか、それらのお寺の由
緒はどんなものかが紹介されるのが普通である。しかし、今回金沢大学文化人類学研究室が対象
とした珠洲市三崎地区の|日小泊小学校校下の高波、伏見、小泊、雲津地区にはお寺がない。神社
と氏子との関係とは異なり、寺院の檀家の範囲は、自然集落あるいは行政的な単位とは一致しな
いことは、これまでの調査実習でも明らかになっていたことであるが、私が参加したここ数年の
調査実習では、対象地域に寺院がひとつも存在しないことはなかった。それらの寺院の檀家の範
囲は、集落の範囲とは一致しなかったものの、子供向けの仏教教室や青年あるいは婦人仏教会な
どの組織活動によって、町内の活動と同様の働きを少なくとも－部有していた。これに対して、
今回対象とした小泊校下では、地域内に寺院がなく、地域内の全世帯が地域外の寺院を檀那寺と
しているために、寺院と住民との関係は町内会とは関係をもたず、寺院と檀家世帯との関係とな
っているのである。
以上の状況をかんがみて本章では、地域と仏教寺院との関係を考察するのではなく、地域外に
ある仏教寺院と地域の－世帯との関係を検討したい。それは地域における仏教寺院の位置や活動
を網羅的に報告するよりも、寺院の在家組織の長を務める－住民への聞き取りから、正統な仏教
のあり方はどうであれ、住民が仏教とどのように付き合っているかを考えてみたいと思う。
以下での報告は、雲津のＴさん（男`性、６２歳）からの聞き取りに基づいている。よって、以下
の文章で括弧付きの部分は､特に注を加えていなければ､Ｔさんの言葉である。Ｔさんは高校卒業
後に銀行に就職し、珠洲の支店で四年間勤務した後に、七尾、金沢、輪島などの支店に勤め、５０
歳代になってから再U9B朱洲に戻ってこられた。2009年３月に銀行を定年退職され、翌４月から檀
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那寺の在家組織の長をされている｡33-34歳と29歳の娘さんと息子さんがいるが､いずれも独身
で金沢に暮らしている。雲津の自宅は、３－４年前に新築した新しい家で、玄関を入ると吹き抜け
があり、伝統的な味わいとモダンな作りを組み合わせたものである。そこに88歳になるＴさんの
お母さんと、奥さん（60歳）と三人暮らしをなさっている。お話は、玄関を上がって右手の床の
間にてうかがった。床の間の奥には、仏壇のある仏間がある。長く銀行勤めをされていたＴさん
は、眼鏡をかけて知的な風貌をし、論理だって分かりやすくお話してくださったが（2009年８月
５日)、お話は同時にやさしい打ち解けた調子でもあった。
2．雲津の日蓮宗檀家
2.1妙珠寺の檀家組織
雲津にはいろいろな宗派があるが、もっとも檀家が多いのは浄土真宗だという。曾祖母の時代
に分家して｢シンタク」(新宅)となったＴ家は､本家とともに代々日蓮宗の檀家で､檀那寺は野々
江にある妙珠寺である。Ｔさんによれば、雲津地区には日蓮宗檀家の家が７軒ある（住民票によ
れば2009年５月末時点で雲津地区には90世帯が暮らしている)。日蓮宗の本山は山梨県の身延山
にある久遠寺であるが、石Ⅱ|県については「羽咋より向こうと羽咋よりこっちで｣、第一と第二の
ふたつの「ブロック」に分かれている'・
妙珠寺(石Ⅱ|県珠洲市野々江田T）は、宝立に7-8軒、上戸に12-13軒､飯田に24-25軒、直
に7-8軒､雲津に７軒で､合計67-68軒の檀家を持っている。「珠１１ﾄﾄ|市史」によれば､妙珠寺の
前身は真言寺院の極楽寺であったが、廃頽していた極楽寺跡に日蓮宗妙王寺として開創されたと
考えられる（珠洲市史編さん専門委員会編１９７８：427-428)。妙珠寺の近くには、本住寺という
もうひとつの日蓮宗寺院がある（石川県珠洲市正院町正院)。
Ｔさんは今年(2009年)３月に長年勤めた銀行を退職し、４月より「妙珠寺護持会」の会長とな
った2．妙珠寺の檀家組織には、この「護持会」と「総代会」とがある。
「護持会」の役員には、会長（1人)、常任幹事（1人)、会計（1人)、監査役（2人)、地区幹
事(8人;鵜飼１人､上戸２人､飯田３人､直１人､雲津１人)がいる。いずれも任期は３年だが、
実際にはひとりが何年にもわたって務めることも多いという。Ｔさんの前の会長も、長年務めた
人だった。
「総代会」は、檀家のいる五地区からの代表５名で構成される。Ｔさんによれば、「総代会」は
檀家の最高意思決定機関であり、本山に送る書類は、住職と総代会の連名で出されるという。
能登の日蓮宗寺院には、寺はあっても住職がなく、別寺の住職が兼任しているところもある。
妙珠寺には、正院にある本住寺と合併してしまおうかという話もあった。檀家の間では、数年前
1２０
にせっかく「クリテ」（庫裡､僧侶の居所のこと）を建てたのにもったいないなどという話もあっ
た。
妙珠寺は、昨年(2008年）に住職が交代した。前代の住職は年齢も90歳代と高齢で､新しい住
職を探すことが問題になっていた。前代の住職には息子がいるが、この息子（66歳位）は「若い
ころには外に出ていて、あちこち回っていた人で｣、この息子を次の住職とするか、また他から人
を探すかで、妙珠寺の檀家は何年も話し合っていた。しかし、結局昨年に前代の住職からこの息
子へと、住職職が引き継がれた。
長年銀行勤めをされた後で檀家組織の長となったばかりのＴさんは､寺院の経営方式について、
「お寺は普通の会社とは違う」と、驚きに似た印象を述べられた。お寺は、地区の檀家が全て面
倒を見なければならない。庫裡やお寺の修理や建て直し、住職の光景の話も全て「檀家もち」で
ある。「本山、会社で言うところの本社、｜±何もしない｣。お寺のやり方は、一般の会社のやり方
とはだいぶ違う。一方で檀家は､本山と能登ブロックへの「上納金」（正確になんと呼ぶのか知ら
ないが、とＴさんは言った）も檀家が払わなければならない、と。
妙珠寺へ、本山の「偉い人」が時々見に来ることがある。前住職の時は、高齢で自分で出来な
かったために､本山からの訪問に先立って住職は檀家に寺の掃除などを頼んでいた｡今の住職は、
檀家に頼ますに自分でやるという。
2.2寺院でおこなわれる行事
妙珠寺で行なわれる代表的な年中行事として、Ｔさんは「↑里盤の団子まき」（３月１５日）と「オ
ミコト」（10月１３日）を挙げられた。
「渥盤の団子まき」の日には、檀家の人々はお寺にお参りする。寺の役員が団子を撒くと、檀
家の人々が拾う。団子はお釈迦様の教えを表し、団子を拾うことはお釈迦様の教えを拾うという
意味があるそうだ、とＴさんは説明してくださった。
「オミオコ」と当地で通常呼ばれているものは、正式には「御命お講」という。詳しくは知ら
ないが、親鶯聖人関係の行事だとＴさんはおっしゃった3．檀家の人々は寺にお参りし、一緒に食
事し、説法を聞く。
これらの他に、親i露聖人の命日か何かの日に大きな行事があるが、不定期に行なわれていると
のことであった。
「オオホトコ」と通称される行事については、Ｔさんは「五年に－度おこなわれる大きな行事」
という捉え方をされていた。「オオホトコ」の正式名称は「輪番大宝塔講」で、「奥能登ブロック
の五ヶ寺」の持ち回りで行なわれるものである。このために、妙洙寺から見ると、五年に一度、
番が回ってくる行事である。
1２１
オオホトコは、朝から－日おこなわれる。五ヶ寺の住職が集まり、「チギョウ」（稚児）の行列
が出る。羽咋の妙成寺（みようせいじ、ブロックの中心寺で五重塔が有名）のお坊さんも来て、
他の主だったお坊さんも来る大掛かりな行事である。食事も一緒に摂るが、お坊さんはお坊さん
同士で、檀家は檀家同士で摂る。
チギョウの行列では､子供たちが派手でカラフルな着物を着る。行列には子供が30-40人必要
だが、地区には子供の数が少ないので、檀家以外の家にも頼んで子供を出してもらう。そういう
意味で、オオホトコは単なる仏教寺院の行事という意味を越えて、地域のイベントという意味を
も担っていると言えるだろう。子供の着る着物は寺によって用意されているのでなく、檀家が自
分で買うものである。檀家の代表の家が行列の出発点となるが、檀家の代表となると、「結構お金
がかかる」という。行列に出る子供は、「保育園、幼稚園、小学低学年ぐらいまで」だが、母親に
抱かれてほんの小さな子供が出ることもある。
２３檀家宅でおこなわれる行事
23.1月例のお勤め
Ｔ家では、日々のお勤めは90歳近くになるＴさんの母がやっている。「ご先祖」の亡くなった
日が７月５日なら毎月５日に、仏壇に「ブッショウ」（｢仏」と何かと書くが、=宇目の漢字は分
からない、ともかく「ご馳走」という意味だとＴさんは述べられた↓)、つまり小さな「ご膳」に
ご飯、お汁、野菜ものを載せて、朝仏壇に供えて、お経をあげる。お経は詳しいものではなく、
知っているだけのところをあげているそうである。
Ｔ家には「ご先祖が三人」いる。Ｔさんの「じいちゃん、ばあちゃん、親父」である。「じいち
ゃん｣は４日に亡くなり、｢親父｣は６日に亡くなったので､毎月４日と６日にお勤めをしている。
こう説明してきたところでＴさんは｢ありや､男だけだ」と、自分でも驚いたように述べられた。
「ご先祖」三人に対してお勤めをしていると思っていたのだが、実際には、お勤めをするのは男
`性の先祖に対してのみだと気づかれたのである。
「ご先祖」の月命日のお勤めのほかに、何日かは分からないが、毎月、日蓮聖人の命日に「(Ｔ
さんの母が）何かをやっている｣。やっていることは、「ご先祖」の月命日にやることと同じで、
仏壇にご膳を供えて、お経を読むことである。
これらのお勤めの際には、昔は線香と蝋燭とを点したが、今では線香は小さなものを使い、蝋
燭の代わりに「電気の蝋燭」（電灯）を用いているという。小さな線香を使うのは、お経を読んで
いる間に燃え終わるぐらいのものを用いたいということからで、お勤めが終わった後に線香を燃
えたままにしておいて、火事などにならないようにするためである。
Ｔさんは、今は「おばあちゃん」（Ｔさんの母）が、日々のお勤めでお経を呼んでいるが、自分
1２２
もこれからは少しお経も勉強して、読めるようにならなければ、とおっしゃった。
23.2お盆
お盆は８月半ばにおこなわれる。８月１０日より「お上人」（妙珠寺の住職）が檀家の各家を回っ
て、３０分ぐらいずつお経をあげてゆく。2009年はＴ家には８月１０日午前中に、住職がやってく
ることになっていた｡８月１３日から１６日までの間は、いつもはお墓にいる「ご先祖」が自宅に帰
ってくる期間とＴさんは考えている。
８月１０日頃に檀那寺の住職が家に来られるときには、床の間に低い台を置いて、果物や団子な
どの供え物を置く。床の間には普段は掛け軸が掛けられているが、この日はそれを住職が持って
くる「マンダラ欄に替える。
「マンダラ様とは、漢字ではどう書くのだろう、ちょっと分かりません」とＴさんはおっしゃ
った。とにかく、「マンダラ様」には、日蓮聖人を初め、偉い仏さんたちがたくさん書かれている
のだという。
檀那寺から来た住職は、仏壇でも少しお経を唱えるが、主に床の間を前にして、つまり「マン
ダラ様」の前でお経を読む。これについてのＴさんの説明は次のようなものである。仏壇には、
ご先祖と日蓮さまのみしかいらっしゃらないが、「マンダラ様」には、日蓮聖人を含めて、偉い仏
様がたくさんいらっしゃる。「マンダラ様｣を拝むことは、これら偉い仏様を拝むことで、キリス
ト教に譽えて言えば、イエス・キリストが一番偉く、その一番偉いイエス・キリストにお参りす
るようなものである。Ｔさんのこの説明からは、日蓮宗は日蓮聖人が創始者であるが、仏教とい
う文脈では他にももっと偉い仏様がいらっしやり、その仏様を拝むために、床の間に掛けられた
「マンダラ様」の前でお勤めがなされるという考えが見られる。
お勤めが終わると、床の間の台の上に置かれた、果物、団子、水、米のお供え物のうち、果物
と米とは住職がもって帰る。
８月１３日の午前中には、家族でお墓に行って、お墓に入っておられるご先祖に、どうぞお盆で
すので自宅へお帰りくださいと言う。「私たちがご先祖を（家まで）乗せてきて｣、仏壇に来てま
たお参りする。現在では車で墓まで行くので、車にご先祖を乗せて帰ってくるということであろ
う。妙洙寺にあるお墓まで行く道は、大通りを通ってゆき、帰りにも大通りを通って帰ってきて
（そうすることになっている)、ご先祖に自宅でくつろいでもらうという。
８月１３日にお墓に参る際には、墓を洗い、水を供える。昔は瓜や果物も供えたが、今では供え
ても後で持ち帰るか､食物は供えずに水だけを供える。後のごみの始末が大変だからである。お
墓では線香と蝋燭を焚く。昔は焚いた線香と蝋燭とをそのままにして帰ってきたが、今は火事の
心配もあるので、消して帰る。
1２３
家の仏壇には､仏壇の中と前とに､果物､白玉団子､お花を供える｡８月１３日から１６日の間は、
Ｔさんの母が毎日朝と晩とに仏壇にお参りする。この間、ナスやキュウリで牛馬の人形を作った
りはしない。
８月１６日には､昼から夕方までの間に「ご先祖」を送る。「ご先祖」にお墓に帰ってもらうので
ある。Ｔさん夫婦とＴさんの母の三人で再び墓へ行き、花を替え、線香と蝋燭とを点すbこのと
き一般にお墓の前で「来年までお墓でどうぞ寛いでください」などと唱えるべきだそうだが、「私
は言いませんが」とＴさんは付け加えた。
お盆の説明をしながら、Ｔさんは突然「『千の風になって」という歌があるでしょう」とおっし
ゃった。「千の風になって」は数年前にヒットした歌で、死んだ私はそこにはいませんので、お墓
の前で泣かないでくださいと歌っている。「｢千の風Ｊという歌がありますでしょう。私の魂はお
墓にはいませんというやつ。そう言ってますが、考えるとおかしいですね。（８月）１３日に私たち
はお墓に行って、ご先祖を家まで乗せてくると言います６その後ご先祖はお墓にはおらず家の仏
壇にいる訳ですが、他の親戚たちもその後でお墓にいてお参りします６でも、私たちの行った後
だと、ご先祖はそこにおらず、お墓は空っぽなわけて;す６空っぽなところにお参りしている。考
えてみるとおかしなことです｣。
233トキハジメ
お盆の際に住職が家に来て、仏壇ではなく、床の間の前で主に読経するという話をしていて､Ｔ
さんは、「そういえばもうひとつ（年中行事が）ある」と思い出されたように言われた。
新年の、－月中旬から二月初め頃には「トキハジメ」という行事があり、「お上人さん」〈檀那
寺の住職）が家に来る。床の間に台を置いて、たくさんお供え物をする。食物（米、お菓子など
たくさん供えるが、魚肉類はなし）とお酒を供えて、お勤めの後で、「お上人さん」に持って帰っ
てもらう。
「お上人さん」は､雲津班の檀家７軒を一日で回る。朝７時半頃から12時ごろまでで７軒を回
る。「班」（地囚の家を回る日程は、「宿番」に当たった人が決めるが、最後は「宿番」の家にな
っていて、「お上人さん」は最後の「宿番」の家でお昼ご飯をいただく。「お上人さん」の食事に
は、魚肉類を出してもよいし、お酒も出してよい。もっとも現在の妙珠寺の住職は自動車を運転
してくるので、お酒を出すことはしない。前住職は車の運伝免許を持っていなかったので、当番
の人が迎えに行っていた。お酒も少し出していた。
Ｔさんはなぜこの行事を「トキハジメ」と呼ぶのかその理由は知らないとおっしゃった5．
1２４
3．おわりに
雲津の日蓮宗の－檀家であるＴさんが語る仏教についての話は、教団や僧侶が語るより公的な
話とは異なり、教義がどうであれ、仏教が地域でどのように実践され、考えられているかについ
て、多くのことを教えてくれる。
一方、長年銀行勤めをされ､４ケ月前からは旦那寺の檀家組織の長をされているＴさんは、仏
教行事を単に慣習的にやってゆくものとして捉えるのではなく、その意味や意味の矛盾について
時おり客観的な視点から反省のまなざしを投げられている。
同氏が語る地域仏教のあり方についての話は、'慣習化され行事化されふだんは反省的な目が向
けられない仏教行事と、一方でそれに向けられるより反省的な目というふたつの志向があらわれ
ている。
注
’日蓮宗ポータルサイト（htm:/>Wwwmchi１℃n.oljp/appeamnce/１０/okU-SyumUjyohtml）によれば、日本全国は11の
教区と74の管区に分けられている。Ｔさんが「ブロック」と呼んだのは、この「管囚のことである。ま
た「日蓮宗弓LH]完大鑑」（1981）には「石川|県一部」と「石Ⅱ|県二部」と書力伽ている。
２「会則」については、資料「妙珠寺護持会規約」を参照のこと。
３日蓮宗ポータルサイト（httpWWwwmchirenoljp/hichi1℃ntoha/Syumonseiitsu・html#09）によれば､１０月１３日は日
蓮聖人が亡くなった日で、「宗祖御会式（しゆうそおえしき)」という年中行事が行なわれる日である。
4実際には「仏餉」と書くと思われる。
5仏教法会の食事を｢斎」と言うので、「斎始め」と書くのかもしれない。
1２５
